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回
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花
火

大
会
が
終
わ
っ
て
、

大
会
が
終
わ
っ
て
、

い
よ
い
よ
夏
本
番
を

い
よ
い
よ
夏
本
番
を

迎
え
る
鎌
倉
▼
花
火

迎
え
る
鎌
倉
▼
花
火

大
会
だ
け
で
な
く
、

大
会
だ
け
で
な
く
、

最
近
は
和
装
で
鎌
倉
を
楽
し

最
近
は
和
装
で
鎌
倉
を
楽
し

む
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

む
姿
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま

す
▼
外
国
人
観
光
客
に
も
コ

す
▼
外
国
人
観
光
客
に
も
コ

ス
プ
レ
感
覚
で
大
人
気
の
よ

ス
プ
レ
感
覚
で
大
人
気
の
よ

う
で
す
が
、
と
て
も
暑
そ
う

う
で
す
が
、
と
て
も
暑
そ
う

な
印
象
が
あ
り
ま
す
▼
今
年

な
印
象
が
あ
り
ま
す
▼
今
年

は
運
動
会
が
時
間
短
縮
に
な

は
運
動
会
が
時
間
短
縮
に
な

る
な
ど
、
暑
さ
対
策
が
必
須

る
な
ど
、
暑
さ
対
策
が
必
須

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
着
慣

に
な
っ
て
い
る
の
で
、
着
慣

れ
な
い
装
い
と
気
候
で
熱
中

れ
な
い
装
い
と
気
候
で
熱
中

症
に
な
ら
な
い
か
心
配
で
す

症
に
な
ら
な
い
か
心
配
で
す

▼
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
で
鎌

▼
昨
年
は
猛
暑
の
影
響
で
鎌

倉
の
観
光
客
数
は
１
９
８
７

倉
の
観
光
客
数
は
１
９
８
７

万
人
と
２
・
７

万
人
と
２
・
７
%
減
少
。
し

減
少
。
し

か
し
海
水
浴
客
は

か
し
海
水
浴
客
は
1717
・
３
・
３
%

増
加
し
た
そ
う
で
す
▼
和
装

増
加
し
た
そ
う
で
す
▼
和
装

は
暑
さ
が
苦
手
で
す
が
、
風

は
暑
さ
が
苦
手
で
す
が
、
風

鈴
、
扇
子
、
日
傘
な
ど
、
涼

鈴
、
扇
子
、
日
傘
な
ど
、
涼

し
さ
を
演
出
す
る
日
本
人
の

し
さ
を
演
出
す
る
日
本
人
の

遊
び
心
や
お
洒
落
が
伝
わ
れ

遊
び
心
や
お
洒
落
が
伝
わ
れ

ば
嬉
し
い
で
す
。

ば
嬉
し
い
で
す
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

史
跡
巡
り
が
趣
味
の
市
民

　

史
跡
巡
り
が
趣
味
の
市
民

ら
で
作
る
「
鎌
倉
の
今
昔
探

ら
で
作
る
「
鎌
倉
の
今
昔
探

索
の
会
」
が
、
観
光
ガ
イ
ド

索
の
会
」
が
、
観
光
ガ
イ
ド

ブ
ッ
ク
に
も
な
い
旧
鎌
倉
郊

ブ
ッ
ク
に
も
な
い
旧
鎌
倉
郊

外
の
隠
れ
た
史
跡
を
多
数
紹

外
の
隠
れ
た
史
跡
を
多
数
紹

介
し
た
『（
続
）
鎌
倉　

谷

介
し
た
『（
続
）
鎌
倉　

谷

戸
の
記
録
』
を

戸
の
記
録
』
を
1010
年
が
か
り

年
が
か
り

で
完
成
さ
せ
、
７
月

で
完
成
さ
せ
、
７
月
1818
日
、
日
、

鎌
倉
市
図
書
館
に
寄
贈
し

鎌
倉
市
図
書
館
に
寄
贈
し

た
。
上
下
巻
、
計
約
４
３
０

た
。
上
下
巻
、
計
約
４
３
０

㌻
に
及
ぶ
大
著
だ
が
、
カ
ラ

㌻
に
及
ぶ
大
著
だ
が
、
カ
ラ

ー
写
真
や
新
旧
の
地
図
な
ど

ー
写
真
や
新
旧
の
地
図
な
ど

を
多
用
し
て
、

を
多
用
し
て
、

地
域
の
歴
史
を

地
域
の
歴
史
を

見
や
す
く
、
分

見
や
す
く
、
分

か
り
や
す
く
ま

か
り
や
す
く
ま

と
め
て
い
る
。

と
め
て
い
る
。

読
み
進
む
と
、

読
み
進
む
と
、

宅
地
造
成
で
急

宅
地
造
成
で
急

激
に
変
化
し
た

激
に
変
化
し
た

地
域
な
ど
も
浮

地
域
な
ど
も
浮

か
び
上
が
っ
て

か
び
上
が
っ
て

く
る
。

く
る
。

　

今
回
完
成
し

　

今
回
完
成
し

た
の
は
、
旧
鎌

た
の
は
、
旧
鎌

倉
郊
外
の
大
船
、
玉
縄
、
深

倉
郊
外
の
大
船
、
玉
縄
、
深

沢
、
腰
越
な
ど
の
谷
戸
（
丘

沢
、
腰
越
な
ど
の
谷
戸
（
丘

陵
地
が
浸
食
さ
れ
て
谷
に
な

陵
地
が
浸
食
さ
れ
て
谷
に
な

っ
た
地
域
）
を
調
査
し
た
新

っ
た
地
域
）
を
調
査
し
た
新

鎌
倉
編
。
旧
鎌
倉
の
谷
戸

鎌
倉
編
。
旧
鎌
倉
の
谷
戸
5757

か
所
を
会
員
が
実
地
調
査

か
所
を
会
員
が
実
地
調
査

し
、
２
０
０
８
年
に
発
行
し

し
、
２
０
０
８
年
に
発
行
し

た
旧
鎌
倉
編
（
上
下
巻
、
計

た
旧
鎌
倉
編
（
上
下
巻
、
計

約
５
０
０
㌻
）
の
続
編
に
あ

約
５
０
０
㌻
）
の
続
編
に
あ

た
る
。
新
旧
ど
ち
ら
も
、
各

た
る
。
新
旧
ど
ち
ら
も
、
各

地
域
の
旧
家
の
住
人
や
町
内

地
域
の
旧
家
の
住
人
や
町
内

会
長
ら
の
話
な
ど
を
参
考
に

会
長
ら
の
話
な
ど
を
参
考
に

ま
と
め
た
文
章
の
他
、
現
在

ま
と
め
た
文
章
の
他
、
現
在

の
カ
ラ
ー
写
真
、
新
旧
の
地

の
カ
ラ
ー
写
真
、
新
旧
の
地

図
や
航
空
写
真
な
ど
を
多
数

図
や
航
空
写
真
な
ど
を
多
数

収
録
し
て
い
る
。
旧
鎌
倉
編

収
録
し
て
い
る
。
旧
鎌
倉
編

は
、
観
光
案
内
マ
ッ
プ
の
元

は
、
観
光
案
内
マ
ッ
プ
の
元

ネ
タ
に
な
る
な
ど
活
用
さ

ネ
タ
に
な
る
な
ど
活
用
さ

れ
、
郊
外
を
扱
っ
た
続
編
の

れ
、
郊
外
を
扱
っ
た
続
編
の

完
成
が
待
た
れ
て
い
た
。

完
成
が
待
た
れ
て
い
た
。

　

鎌
倉
の
今
昔
探
索
の
会

　

鎌
倉
の
今
昔
探
索
の
会

は
、
定
年
退
職
後
の
シ
ル
バ

は
、
定
年
退
職
後
の
シ
ル
バ

ー
世
代
を
中
心
と
し
た
湘
南

ー
世
代
を
中
心
と
し
た
湘
南

鎌
倉
生
涯
現
役
の
会
（
湘
現

鎌
倉
生
涯
現
役
の
会
（
湘
現

会
）
の
分
科
会
と
し
て

会
）
の
分
科
会
と
し
て
2525
年

前
に
誕
生
。
旧
鎌
倉
編
の
作

前
に
誕
生
。
旧
鎌
倉
編
の
作

成
時
は
約

成
時
は
約
2020
人
の
会
員
が
お

人
の
会
員
が
お

り
、
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
嘱

り
、
鎌
倉
市
中
央
図
書
館
嘱

託
職
員
の
平
田
恵
美
さ
ん
の

託
職
員
の
平
田
恵
美
さ
ん
の

指
導
を
受
け
て
、
５
年
間
で

指
導
を
受
け
て
、
５
年
間
で

製
本
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
し

製
本
ま
で
こ
ぎ
つ
け
た
。
し

か
し
以
後
、
会
員
の
高
齢
化

か
し
以
後
、
会
員
の
高
齢
化

と
減
少
が
進
み
、
新
鎌
倉
編

と
減
少
が
進
み
、
新
鎌
倉
編

の
調
査
は
平
田
さ
ん
と
会
員

の
調
査
は
平
田
さ
ん
と
会
員

５
人
が
主
に
行
っ
た
。
そ
の

５
人
が
主
に
行
っ
た
。
そ
の

た
め
、
完
成
に
は
前
回
の
倍

た
め
、
完
成
に
は
前
回
の
倍

の
1010
年
を
要
し
た
。

年
を
要
し
た
。

　

調
査
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

　

調
査
メ
ン
バ
ー
の
一
人
、

岡
部
美
千
代
さ
ん
は
川
崎
市

岡
部
美
千
代
さ
ん
は
川
崎
市

在
住
だ
が
、
５
年
前
に
会
員

在
住
だ
が
、
５
年
前
に
会
員

と
な
り
、
新
鎌
倉
編
の
調
査

と
な
り
、
新
鎌
倉
編
の
調
査

に
加
わ
っ
た
。
岡
部
さ
ん
は

に
加
わ
っ
た
。
岡
部
さ
ん
は

「
堅
苦
し
い
郷
土
史
の
本
で

「
堅
苦
し
い
郷
土
史
の
本
で

は
な
く
、
素
人
が
歩
い
て
ま

は
な
く
、
素
人
が
歩
い
て
ま

と
め
た
読
み
や
す
い
本
で

と
め
た
読
み
や
す
い
本
で

す
。
鎌
倉
歩
き
に
活
用
し
て

す
。
鎌
倉
歩
き
に
活
用
し
て

欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

欲
し
い
」
と
話
し
て
い
る
。

　

贈
呈
式
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

　

贈
呈
式
で
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支

援
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
の
助

援
か
ま
く
ら
フ
ァ
ン
ド
の
助

成
を
受
け
て
作
成
し
た
新
鎌

成
を
受
け
て
作
成
し
た
新
鎌

倉
編
の
上
下
巻
と
旧
鎌
倉
編

倉
編
の
上
下
巻
と
旧
鎌
倉
編

の
復
刻
上
下
巻
、
計

の
復
刻
上
下
巻
、
計
2323
冊
が
冊
が

鎌
倉
市
図
書
館
に
贈
ら
れ

鎌
倉
市
図
書
館
に
贈
ら
れ

た
。
新
旧
と
も
市
内
５
カ
所

た
。
新
旧
と
も
市
内
５
カ
所

の
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
。

の
図
書
館
で
閲
覧
で
き
る
。

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
の
青
木

鎌
倉
市
中
央
図
書
館
の
青
木

達
哉
館
長
は
「
鎌
倉
の
姿
を

達
哉
館
長
は
「
鎌
倉
の
姿
を

１
０
０
年
後
に
伝
え
る
貴
重

１
０
０
年
後
に
伝
え
る
貴
重

な
資
料
。
大
切
に
し
た
い
」

な
資
料
。
大
切
に
し
た
い
」

と
語
っ
た
。

と
語
っ
た
。

　

同
今
昔
探
索
の
会
は
、
次

　

同
今
昔
探
索
の
会
は
、
次

の
テ
ー
マ
と
し
て
庚
申
塔
の

の
テ
ー
マ
と
し
て
庚
申
塔
の

調
査
を
開
始
。
新
会
員
を
募

調
査
を
開
始
。
新
会
員
を
募

集
し
て
い
る
。
問
合
せ
は
湘

集
し
て
い
る
。
問
合
せ
は
湘

現
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
。

現
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
。

　

ギ
ロ
ッ
と
し
た
大
き
な
目

　

ギ
ロ
ッ
と
し
た
大
き
な
目

で
、
で
、
見み

得え

を
切
っ
た
よ
う
に

を
切
っ
た
よ
う
に

斜
め
に
上
を
向
い
て
い
る

斜
め
に
上
を
向
い
て
い
る
荒あ

ら
あ
ら

聖ひ
じ
り

ひ
じ
りと

い
っ
た
風
貌
で
、
一
度

と
い
っ
た
風
貌
で
、
一
度

見
た
ら
忘
れ
な
い
不
思
議
な

見
た
ら
忘
れ
な
い
不
思
議
な

魅
力
の
あ
る
像
が
今
回
の
御

魅
力
の
あ
る
像
が
今
回
の
御

仏
「
仏
「
文も

ん
も
ん

覚が
く
が
く

上
人
像
」
で
す
。

上
人
像
」
で
す
。 

　

材
木
座
海
岸
か
ら
す
ぐ
の

　

材
木
座
海
岸
か
ら
す
ぐ
の

静
か
な
住
宅
地
に
あ
る
補
陀

静
か
な
住
宅
地
に
あ
る
補
陀

洛
寺
。
時
に
源
頼
朝
公
が
鎌

洛
寺
。
時
に
源
頼
朝
公
が
鎌

倉
入
り
し
、
鎌
倉
幕
府
草
創

倉
入
り
し
、
鎌
倉
幕
府
草
創

に
力
を
寄
与
し
た
文
覚
が
建

に
力
を
寄
与
し
た
文
覚
が
建

て
た
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い

て
た
寺
と
し
て
知
ら
れ
て
い

ま
す
。
お
盆
月
の
ご
多
用
中

ま
す
。
お
盆
月
の
ご
多
用
中

ご
住
職
さ
ま
か
ら
文
覚
上
人

ご
住
職
さ
ま
か
ら
文
覚
上
人

の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
逸
話

の
ド
ラ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
逸
話

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

　

「
文
覚
上
人
」
は
平
安
時

　

「
文
覚
上
人
」
は
平
安
時

代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

代
末
期
か
ら
鎌
倉
時
代
初
期

に
か
け
て
武
士
と
し
て
僧
と

に
か
け
て
武
士
と
し
て
僧
と

し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

し
て
活
躍
し
た
人
物
で
す
。

　

こ
の
独
特
の
腕
組
み
を
し

　

こ
の
独
特
の
腕
組
み
を
し

て
睨
み
を
き
か
せ
て
い
る
姿

て
睨
み
を
き
か
せ
て
い
る
姿

か
ら
伝
わ
る
よ
う
に
気
性
は

か
ら
伝
わ
る
よ
う
に
気
性
は

激
し
く
乱
暴
。
し
か
し
と
て

激
し
く
乱
暴
。
し
か
し
と
て

も
一
途
で
行
動
力
が
あ
る
が

も
一
途
で
行
動
力
が
あ
る
が

学
識
は
な
く
、「
怪
僧
」
と

学
識
は
な
く
、「
怪
僧
」
と

よ
ば
れ
多
く
の
伝
説
を
残
し

よ
ば
れ
多
く
の
伝
説
を
残
し

ま
し
た
。
当
時
荒
れ
果
て
た

ま
し
た
。
当
時
荒
れ
果
て
た

京
都
高
雄
山
神
護
寺
の
再
興

京
都
高
雄
山
神
護
寺
の
再
興

に
情
熱
を
燃
や
し
、
後
白
河

に
情
熱
を
燃
や
し
、
後
白
河

天
皇
に
強
訴
し
伊
豆
に
配
流

天
皇
に
強
訴
し
伊
豆
に
配
流

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

し
か
し
そ
の
時
配
流
さ
れ

　

し
か
し
そ
の
時
配
流
さ
れ

て
い
た
源
頼
朝
に
偶
然
出
会

て
い
た
源
頼
朝
に
偶
然
出
会

い
、
平
家
討
滅
、
源
氏
再
興

い
、
平
家
討
滅
、
源
氏
再
興

を
勧
め
、
頼
朝
の
力
と
な
っ

を
勧
め
、
頼
朝
の
力
と
な
っ

た
の
で
す
。
そ
の
他
東
寺
、

た
の
で
す
。
そ
の
他
東
寺
、

高
野
山
、
東
大
寺
、
江
の
島

高
野
山
、
東
大
寺
、
江
の
島

弁
財
天
な
ど
各
地
の
寺
院
を

弁
財
天
な
ど
各
地
の
寺
院
を

勧
請
し
、
所
領
を
回
復
、建

勧
請
し
、
所
領
を
回
復
、建

物
を
修
復
し
ま
し
た
。

物
を
修
復
し
ま
し
た
。

　

そ
ん
な
活
躍
を
し
た
文
覚

　

そ
ん
な
活
躍
を
し
た
文
覚

が
僧
に
な
っ
た
き
っ
か
け

が
僧
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
夫
の
あ
る
袈
裟
御
前
と

は
、
夫
の
あ
る
袈
裟
御
前
と

い
う
女
性
に
一
目
惚
れ
、
道

い
う
女
性
に
一
目
惚
れ
、
道

な
ら
ぬ
恋
を
し
て
、
誤
っ
て

な
ら
ぬ
恋
を
し
て
、
誤
っ
て

そ
の
女
性
の
首
を
は
ね
て
し

そ
の
女
性
の
首
を
は
ね
て
し

ま
っ
た
の
で
す
。
後
に
出
家

ま
っ
た
の
で
す
。
後
に
出
家

し
た
文
覚
は
僧
と
な
り
厳
し

し
た
文
覚
は
僧
と
な
り
厳
し

い
修
行
に
入
り
ま
す
。

い
修
行
に
入
り
ま
す
。

　

実
は
こ
の
像
は
文
覚
が
和

　

実
は
こ
の
像
は
文
覚
が
和

歌
山
県
那
智
の
滝
に
打
た
れ

歌
山
県
那
智
の
滝
に
打
た
れ

る
荒
行
の
姿
な
の
だ
そ
う
で

る
荒
行
の
姿
な
の
だ
そ
う
で

す
。
一
点
を
睨
み
す
え
上
を

す
。
一
点
を
睨
み
す
え
上
を

見
上
げ
る
姿
は
情
に
訴
え
か

見
上
げ
る
姿
は
情
に
訴
え
か

け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人

け
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
人

間
味
溢
れ
る
文
覚
上
人
の
温

間
味
溢
れ
る
文
覚
上
人
の
温

か
み
が
心
に
沁
み
ま
し
た
。

か
み
が
心
に
沁
み
ま
し
た
。

　

一
木
造
。
彫
眼
、
素
木
。

　

一
木
造
。
彫
眼
、
素
木
。

像
高
像
高
3131
・
４
㎝
、年
代
不
詳
。

・
４
㎝
、年
代
不
詳
。

　

▼

　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ

り
祭
り
祭　

７
〜
９
日
。
７
日

　

７
〜
９
日
。
７
日
1515

時
、夏
越
祭
。

時
、夏
越
祭
。1717
時
、俳
句
会
。

時
、俳
句
会
。

８
日
８
日
1717
時
、立
秋
祭
。９
日

時
、立
秋
祭
。９
日
1010

時
、実
朝
祭
。正
午
、短
歌
会
。

時
、実
朝
祭
。正
午
、短
歌
会
。

　

▼

　

▼
黒
地
蔵
縁
日

黒
地
蔵
縁
日　

1010
日
０
日
０

時
〜
正
午
、
覚
園
寺
。

時
〜
正
午
、
覚
園
寺
。

　

▼

　

▼
四し

万ま
ん
ま
ん

六ろ
く
ろ
く

千せ
ん
せ
ん

日に
ち
に
ち

詣ま
い
ま
い

り
1010
日

杉
本
寺
、長
谷
寺
、安
養
院
。

杉
本
寺
、長
谷
寺
、安
養
院
。

　

▼

　

▼
閻
魔
縁
日

閻
魔
縁
日　

1616
日
1414

時
、
山
ノ
内
の
円
応
寺
。

時
、
山
ノ
内
の
円
応
寺
。

　

▼

　

▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

1616
日
1010
〜
1616
時
本
尊
開
帳
。

時
本
尊
開
帳
。

1414
時
法
要
。手
広
の
青
蓮
寺
。

時
法
要
。手
広
の
青
蓮
寺
。

　

▼

　

▼
鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森

鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森

神
社
）　
神
社
）　 

1717
日
人
形
山
車
。

日
人
形
山
車
。

　

▼

　

▼
鎌
倉
宮
例
祭

鎌
倉
宮
例
祭　

1919
日
1616

時
、
前
夜
祭
。

時
、
前
夜
祭
。
2020
日
1111
時
、
時
、

例
祭
。

例
祭
。2121
日
1010
時
、
後
鎮
祭
。

時
、
後
鎮
祭
。

　

▼

　

▼
玉
縄
首
塚
慰
霊
祭

玉
縄
首
塚
慰
霊
祭　

1919

日
1818
時
、
提
灯
点
灯
。
夕

時
、
提
灯
点
灯
。
夕

方
、玉
縄
首
塚
で
墓
前
法
要
。

方
、玉
縄
首
塚
で
墓
前
法
要
。

　

▼

　

▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

　

2727
日
神
輿
や
山
車
。

日
神
輿
や
山
車
。

中
央
図
書
館
・
青
木
達
哉
館
長
（
右
）

中
央
図
書
館
・
青
木
達
哉
館
長
（
右
）

に
同
著
を
贈
呈
し
た
岡
部
美
千
代
さ
ん

に
同
著
を
贈
呈
し
た
岡
部
美
千
代
さ
ん

（
左
）
と
青
野
正
宏
さ
ん
（
中
央
）

（
左
）
と
青
野
正
宏
さ
ん
（
中
央
）

完成した『（続）鎌倉　完成した『（続）鎌倉　
谷戸の記録谷戸の記録』

1010　

年

　

年

か
け
て

か
け
て

８月８月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

（9595）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

補
陀
洛
寺
・
文
覚
上
人
像

補
陀
洛
寺
・
文
覚
上
人
像

埋
も
れ
た
史
跡
の
魅
力
発
掘

埋
も
れ
た
史
跡
の
魅
力
発
掘

「
鎌
倉
谷
戸
の
記
録
」

「
鎌
倉
谷
戸
の
記
録
」続
編
完
成

続
編
完
成
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